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224 号 

建設業年度末労働災害防止強調月間 

月間 ３月１日から３月３１日 
慌ただしい年度末を「ゼロ災害」で乗りきろう 

            建災防東京支部 西多摩分会 
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ま
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あ
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取
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ま
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◇ 現場安全パトロールを受けて ◇ 
①道路改修工事のうち擁壁設置工事 

㈱島田組 島田昌典 
今回、西建協技術安全委員会主催で６現場の視察を行い

ました。 
私は技術安全委員会の、副委員長を務めさせていただい

ています。仲間でありライバルである、西建協組合員の会

社による安全パトロールは、現場にとって、とても刺激的

であり、意義のあることだと思います。自社のパトロール

や、発注者のパトロールとは一味違う緊張感があると思い

ます。見られる側はもちろんのこと、見る側にも新しい発

見があります。 
今後は定期的にこのパトロールが行われる予定です、組

合員各社の現場がより良い環境になっていく事を願いま

す。「安全は全てに優先する！」当たり前のことであり、

誰もが頭では理解していることです。 
しかしながら現場での事故は無くなりません。事故で幸

せになる人はいません、現場に携わる人、一人一人が安全

に対する意識を、レベルアップすることが大切なのではな

いでしょうか。 
今のままで良いと言うことではなく、全ての事は今以上

にレベルアップできるはずだという気持ちで、現場全体を

見て、創意工夫し安全に対する、新しい行動を起こすこと

が必要だと思います。 
この現場では、通路の安全確保に関して指摘を頂きまし

た。見る人の目が変われば、今までに無かったような発見

があると思います。そう言う事例を、多くの人で共有して

いけば、安全に現場を進めていく事に対するレベルアップ

につながることでしょう。 
 

②歩道設置工事及び補償代行工事 

（24 西‐長淵六丁目） 

           戸高建設㈱ 戸高 弘喜 

平成 25 年 2 月 7 日（木）に、当社が東京都西多摩建設

事務所から受注した『歩道設置工事及び補償代行工事（24

西‐長淵六丁目）』を、西多摩建設業協同組合理事の皆様

と西多摩建設業協同組合技術安全委員会の皆様に現場安

全パトロールを実施して頂きました。 

 現場安全パトロール実施日の作業内容は、吉野街道にあ

る既設水路を撤去するために片側交互通行にて撤去工事

を行っていました。 

 普段あまり安全パトロールを受けることが少なく、今回

は久しぶりの安全パトロールということもありましたが、

もう一度安全を見直す意味で事故が起こると思われる事

を現場代理人以下現場作業員がよく考え、対処して作業に

取り組む意識が出てきたように思えます。 

 当社の現場では以下の 2点指摘を受けました。 

① 現場代理人及び現場作業員が反射チョッキを着て 

いなかった。 

② 交通誘導員が、カラーコーン・コーンバーで島を 

作らず交通誘導していた。 

 指摘後早急に、反射チョッキの着用と交通誘導員の島を

作りその中で交通誘導をさせました。 

 今回の指摘は初歩的な事であり、また一番大切な安全管

理だと思います。 

 このように小さいことから気を付け、安全管理を徹底し

無事故で工事が終了できるようにこれからも頑張ってい

きたいと思います。 

③霞川整備工事（その 12） ㈱村尾重機 現場代理人 井上 英章 

この工事は河川の拡張工事であり、既設護岸の撤去を行い、新たに護岸

整備を行う河川工事です。 
 霞川は河積断面が非常に小さく、雨天時は河川水位が非常に高くなる現

場でした。施工における注意点は、護岸工事であることから、転落・転倒・

挟まれ事故等の防止処置の徹底を行い作業を進捗しています。 
この現場での安全管理は、工種毎の作業手順書を作成し、手順に沿って

施工を実施しており、手順書を作ることにより、全作業員周知することで、

事故を未然に防止することに心がけて作業を行っています。 
また、作業の変更時は必ず作業主任者に連絡の徹底を行うことで、不安

全行動等のヒューマンエラーの防止に努めています。 
現場作業においては、施工ヤードと安全通路を明確にすることにより、

作業者と重機の接触事故・転倒事故の防止処置を徹底し、一人作業の禁

止・声掛け等の実施を行いました。 
工事現場での事故は主に休憩時間の前後に起きることが多いので、その時

間帯は注意喚起を実施しております。 
 当社の各現場においてはＡＥＤをすべて設置してあり、各現場代理人・

監理技術者は、救命講習を実施し救命技術を取得しております。 
 今回の安全パトロールは、西多摩建設業協同組合の技術安全委員と理事

の皆様で構成されたグループであり、技術面・安全面に熟知した方々の現

場パトロールでした。 
今回のパトロールでは、指示事項は有りませんでしたが、年度末に向け

て工事も最盛期になりますので、安全管理には十分注意して工事災害ゼロ

を目標に施工を行っていきます。 
 今後とも組合員皆様方のご指導ご鞭撻を賜りながら“工事災害ゼロ”を

目指し頑張ります。 
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  東日本大震災の追悼行事のご案内をしたところ、多くの方のご賛同を頂きましてあ 

りがとうございました。 

  私達のおもいは、確かに届いたと思います。ご協力ありがとうございました。   

当日は、西多摩新聞・西の風の取材を受け３月１５日（金）号に掲載されました。 

尚、建通新聞には、１３日掲載されました。 

災害対策特別委員会 委員長 古 屋 英 司 

 ２ 月 事 業 報 告  
６日 三多摩建設業連合会 新年懇親会 立川市内開催 
７日 安全パトロール（３班）６現場実施 
７日 技術安全委員会 
８日 東京都建設局訓練実施に伴う、『東京湾北部を震源とする大

規模地震（マグニチュード７．３、震度６弱以上）が、午前

７時発生との想定に基づき、（西建職員参集の初動訓練）実

施に併せて、道路啓開協定業者（組合員）参加しました。 
   内容：西多摩管内 全７１路線 点検報告訓練 
８日 青梅商工会議所建設業部会と共催の経営講習会開催 

会場：青梅商工会議所 会議室第一 
１３日 広報委員会     
１８日 総務委員会 
２０日 理事会 
 

日建学院青梅認定校 

（西建協）からのご案内 
受講生募集案内  

   青梅認定校 2013 年度開講講座 

○宅地建物取引主任者本科コース  

・講義日時 本講義   

４月下旬（水）～９月２６日（水） 

 １３時～１７時２０分 毎週 水  

○１級土木施工管理技士 学科コース 

（建設教育訓練助成金適用講座） 

・講義日時  本講義  

 ４月２日（火）～７月 ２日（火） 

18 時 40 分～20時 40 分 毎週 火・木 

○給水装置工事主任技術者 受験対策講座 

（建設教育訓練助成金適用講座）  

 平成２５年８月～ １０月（予定） 

 毎週月曜・水曜 18：30 ～20：30  

（曜日が変更の場合あり） 

○２級土木施工管理技士コース 

（建設教育訓練助成金適用講座） 

・講義日時   

基礎講義６月２８日～７月１２日（木） 

  １８時４０分～２０時１０分  

毎週 火・木 

本講義７月１７日～１０月１６日（火） 

  １８時４０分～２０時４０分  

毎週 火・木 

○２級建築施工管理技士コース 

（建設教育訓練助成金適用講座） 

・講義日時  

基礎講義 ９月４日～９月１８日（火） 

  １８時３０分～２０時００分  

毎週 火・木 

本講義 ９月２５日～１１月４日（日） 

  ９時 00～１３時 00  毎週 日 

１８時３０分～２０時  毎週 火・木 

建設教育訓練助成金について 

  ＊５項目の用件が満たされる場合に 

支給されます。 

  ＊支給金額は、消費税を除いた受講料

の 50％（上限 10 万円） 

しかし昨年（24 年 11 月『建設教育訓練

助成金』終了のご案内）の通り助成金制度

が平成 25 年 3 月末日で終了いたします。 

ただし、平成２５年４月１日以降の講義

であっても、３月２９日(金)迄に入学手続

きをしていただければ適用になります。 

 
詳しい説明及び受講希望の場合は、下記まで連絡ください。 

（受講申込）等の連絡をお待ちしております。 

＊詳細説明は随時致します。 ＊先ず下記までお問合せ下さい。 

連絡先  青梅校（西建協）事務局 0428-22-6245 石川 

       日建立川校 042－527－3291 担当：澤田 

 
 ３ 月 事 業 計 画  

１５日 広報委員会     
１８日 総務委員会 
２１日 理事会 

≪平成２５年度（第４７回）通常総会開催≫ 
     月  日  平成２５年５月２２日（水）  
     総会会場  建設会館 ３階大会議室 
  

    
 

   
 

 
   
 
 
 
 
 
 

 


